
評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当
現状及び取組

状況
評価の観点実現状況の達成度判断基準 備考

判定結
果

（中間）

判定結
果

（最終）
2学期に向けての改善策

①教育課程・学習指導児童一人一人の基礎的
な学力をつけるために
組織的かつ継続的に推
進できる体制づくりを通
して，安定的な学力向
上のシステムを確立す
る。

学力向上をめざした持
続的な組織体制の強化
のために，学校研究と
の連携を図りながら授
業改善を進めるととも
に，学力の定着度を図
るための見取りをする。

授業づくり・
学力向上

部
教務主任

昨年度は基礎・基本
の定着を図った。組織
的・協働的に各部で取
り組み，おおむね目標
は達成できた。さらに
子どもの力を伸ばすた
めにステップアップを
図る。

【努力指標】
全教職員が授業改
善に取り組むととも
に、授業での学び
を確実なものにす
る。

国語・社会・算数・理科における単元末
テストの平均点が
Ａ　８０％以上である。
Ｂ　７５％以上である。
Ｃ　７０％以上である。
Ｄ　７０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。

B

学期末に行う「たしかめよう」の全学年平均は、国語８５
点・算数７９点社会８７点理科７９点だった。算数と理科が
目標到達率の８０％以下であった。そのため、評価はBと
した。　あと１ポイントでどの教科も、８０％に到達するが、
今一度一人一人の児童に力を付ける指導法を検討してい
く必要を感じる。「一人一人に確実な基礎学力」を付ける
ために２学期は児童が、どこでつまずいているのかを担任
が把握し、適切に指導する指導体制を工夫する。

②生徒指導
※いじめの未然防止

子どもたちが毎日笑顔
で生活できる学校を作
る。

・全校を巻き込んだ児童会
活動の充実を図る。
・月に１度，教師が児童の
良いところを見つけ掲示す
る「ほめほめweek」を実施
し，児童を肯定的に見る取
組を行う。
・週に１度、スマイルトークタ
イムを実施し、自分の考え
を誰とでも気楽に話すこと
ができる友達関係をつくる。
上記の３点を推進すること
で，いじめの未然防止につ
なげる。

学びの基盤部 生徒指導主事

・昨年度の取組の成果と
して、教職員が児童を肯
定する雰囲気が職員全
体に広がってきている。
今年度も「ほめほめ
week」を実施し、この雰囲
気を新しい職員にも浸透
させていきたい。
・教師と児童の縦の関係
性は好転してきたが、児
童同士の横のつながりが
薄い現状がある。児童同
士が会話をする機会を増
やし、誰とでも気楽に話
す関係をつくっていきた

【満足度指数】
児童が学校生活を
楽しいと感じてい
る。

児童生活アンケートで，「学校が楽
しい」「どちらかといえば学校が楽
しい」と回答する児童の割合が
A　９０％以上である。
B　８５％以上である。
C　８０％以上である。
D　８０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
毎月，児童にアンケート
を実施する。

A

１学期末に行ったアンケートでは、「学校が楽しい」「どちらかとい
えば学校が楽しい」と回答する児童の割合が90.4％であった。これ
は、「ほめほめweek」を通して児童を積極的に認める教員の雰囲
気が作られてきたこと、「スマイルトークタイム」を通して児童同士
の認め合う人間関係作りが進んできた成果であると考えられる。２
学期以降も取組を継続し、児童みんなが認められている感じ、楽
しいと感じられる学校を全職員で作っていきたい。

③キャリア教育・進路指導みんなの笑顔のため
に，働くことや責任を果
たすことで，達成感を感
じさせたり，仲間と協力
する喜びを感じさせたり
することで，自己肯定感
を高める。

係活動や委員会では，めあ
てをもたせ，さらにこまめに
活動を振り返る場を設定す
ることで，責任を果たすこと
や仲間と協力することの大
切さを学ばせる。

児童会担
当

前年度アンケート結果より，自
ら活動等に参加できていると
回答した児童の割合が多かっ
た。委員会ごとにイベントも充
実していた。課題として，他の
委員会のイベントに自ら参加
する児童が少なかった。

【成果指数】
みんなの笑顔のた
めに，進んで係活
動や委員会に参加
する児童が増えて
きている。

みんなの笑顔のために，それぞれ
の活動等に自ら参加できたと感じ
ている児童の割合が
Ａ　９０％以上である。
Ｂ　８５％以上である。
Ｃ　８０％以上である。
Ｄ　８０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
1,2学期末に児童にアン
ケートを実施する。

A 

肯定的な回答が低学年は９２％、中・高学年は９１％だった。しか
し、「どちらかといえばできた」と答えた児童が低学年で21％、中・
高学年で47％と学年が上がるにつれてその割合が増えている。
よって、２学期は児童が一生懸命仕事に取り組む姿を教師側が認
め、価値付ける声かけや生徒指導の「ほめほめweek」と関連付け
る等、まずは教師側の児童を見とる意識を高め、児童に還元でき
るようにしていく。そして、児童が自信をもって「できた」と回答でき
るようにしたい。

④保健管理 学校生活のあらゆる場
面で姿勢を意識させ、成
長期に必要な健やかな
発達を促すために、正し
い姿勢を心がけようとす
る児童を育成する。

正しい姿勢の保持につ
いて、啓発し、適宜指導
を行う。また、正しい姿
勢を保持するために、体
幹を鍛える運動等、教
育活動全体で取り組
む。

保健主事

本校男子児童におい
て、側弯症疑い及び
継続観察者が増加し
ている。また、授業中
に姿勢の保持が難し
い児童がいる。

【成果指数】
正しい姿勢をしよう
と心がけている児
童が増加している。

児童アンケートで「正しい姿勢をしようと心がけ
ている」と答える児童の割合が
A　80％以上である
B　75％以上である
C　70％以上である
D　70％未満である

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
1,2学期末に児童にアン
ケートを実施する。 B

肯定的な回答が低学年は８７％、中・高学年では７３％であり、全
体としては77.6％であった。ほめほめweek等を活用し、学校生活
のあらゆる場面でよい姿勢の児童を、全教職員で価値づけたり、
学級担任が毎月よい姿勢の児童を1名選出し、校内に掲示する取
組を引き続き続けていく。
また2学期によい姿勢の児童を表彰する場を設け、姿勢に関する
指導を行う。

⑤安全管理 校舎内外における安全
教育を計画的に行い，
児童自ら、自分の命を
守ることができる力を育
成する。

学校安全教育計画に基
づいた指導や避難訓練
時の指導を通して，安全
に気をつけて行動する
児童の意識を高める。

教頭

安全教育計画に基づ
いた指導や訓練を
行っているが、振り返
りや事後指導が不十
分であり、児童の意識
の変容について把握
できていない。

【成果指標】
自分で自分の命を
守ることができる力
がついてきたと実
感している児童が
増えている。

児童アンケートで、「安全指導や訓練を
通して、自分で自分の命を守る行動が
できていると答える児童の割合が
A　９０％以上である。
B　８０％以上である。
C　７０％以上である。
D　７０％未満である。

C・Dの場合は再検討す
る。
１，2学期末に児童にア
ンケートを実施する。 A 

Ａ，Ｂ合わせて肯定的な回答が低学年９４％、高学年98％であり、
学校全体として下校訓練や避難訓練を通じて自分の命を守る行
動ができてると感じている。訓練のマンネリ化を防ぐため、より多
様な状況を想定した訓練を行っていく。2学期は火災、3学期は不
審者対応訓練を行う予定である。

⑥特別支援教育 児童一人一人のニーズ
を把握し，生活や学習
上の困難を改善または
克服して児童が笑顔に
なるために適切な指導
や必要な支援を行う。

児童のグロースマインド
セットを高めるために，UDL
を意識した授業を行うととも
に，支援を要する児童の困
り感に応じた指導を工夫す
る。ICTを活用したUDLを進
める。

特別支援
教育

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

児童の困り感を早期に捉
え，気づき票から実態把
握している。支援委員会
を開き，方針の決定・共
通理解をしてきた。担任
は学期ごとに計画評価
し，支援に取り組んできて
いる。

【満足度指標】
困り感のある児童
も含めて児童が「や
ればできると思うこ
とが増えた」と感じ
ている。

UDLの実践、困り感のある児童への特
性に応じた支援計画と改善により児童
アンケートで「やればできると思うこと
が増えた」と答えた児童の割合が、
Ａ　８０％以上である。
Ｂ　７0％以上である。
Ｃ　６０％以上である。
Ｄ　６０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
１，２学期末にに児童ア
ンケートを実施する。 A

AとBを合わせた肯定的な回答は９４％であった。子どもの状況に
応じた関わりや一人ひとりの学びにおいて付けたい力がついたと
きの承認を大切にすることで、よりBからA回答へとまた、CD回答
の児童が「できた」という思いが持てるようにしたい。今後も、学級
づくりを大切にし、授業において気付きや理解を促す手立ての準
備や一人一人の困り感の把握・支援を行い、変容を見守っていく。

⑦組織運営・業務改
善

教職員が笑顔で子ども
と向き合い、、教材研究
や研修の時間を確保
し、自ら考え協働できる
自律した学びてを育成
するすることに注力する
ことができる学校づくり
を目指す。

主任層と連携し、チーム
として組織化・協働化さ
れた学校運営を行い、
仕事の平準化，業務の
削減を図り、教材研究
や研修の時間を確保
し、教職員が笑顔で子
どもと向き合う時間を増
やす。

教頭

主任層が連携し、チーム
として組織化・協働化す
ることの大切さや、仕事
の平準化，業務の削減な
ど意識している職員が増
えている。

【満足度指標】
自ら考え協働できる自
律した学びてを育成す
るするため、教職員が
教材研究や研修の時
間を確保できていると
感じている。

教材研究や研修の時間を確保で
きていると感じている職員が、
A　９０％以上である。
B　８０％以上である。
C　７０％以上である。
D　７０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
1,2学期末に教職員に
アンケートを実施する。

B

Ａ，Ｂ合わせて肯定的な回答は80％であった。学校教育ビジョンの
実現に向けて各教職員がワークライフバランスを大切にしながら、
研修や教材研究の時間を確保し、主体的な学びにつながる授業
改善を図る必要がある。【意識改革】木曜日定時退庁日【日課調
整】計画的なスマイル教材研究の充実【環境設定】職員室配置換
えによる日々のコミュニケーションの活性化（学年を超えた教材研
究、児童の情報共有）

⑧研究 自律した学び手の育成
に向けて、自己調整力
を高めた「ふり返り」を書
かせるための効果的な
手立てを検討する。

・研究全体会を定期的
に開き，各教諭の実践
を交流する中で，より良
い実践を研究していく。
・研究主任を中心に実
践を共有していくことで、
学校全体で研究を推進
していく風土を醸成して
いく。

授業づくり・
学力向上

部
研究主任

若プロ担当

子どもに委ねる時間が授
業の中で増えてきてい
る。だが「自分の考えや
思いを発表したり、文字
で書いたりして表現でき
ましたか」という児童アン
ケートでは、肯定的な回
答をしている児童数が１１
項目で最も少なかった（８
１％）。

【努力指標】
研究全体会，整理
会などで話し合わ
れたことを共通理
解し，研究主題達
成に向けよりよい
実践に取り組んで
いる。

共通理解のもと授業改善に取り組
んだと感じている職員が、
A　９０％以上である。
B　８０％以上である。
C　７０％以上である。
D　７０％未満である。

C・Dの場合は再検討す
る。
1,2学期末に教職員に
アンケートを実施する。

B
（肯定的
な回答

が
80％）

全職員で自律した学びてを育成するため、２学期以降は以下の取
り組みを行う。
①２・３学期に１回ずつ、全学年で単元内自由進度学習に取り組む。そのために、自由進
度学習の方法について、全職員対象に校内研修を実施する。
②「スマイル教材研究の日」に教材研究する際、「ホップ・ステップ・ジャンプ」の３コースに
ついて授業者が準備することを、１学期から継続して行う。
③「自己選択・自己評価・試行錯誤」の３つについて、学級担任が毎月学級目標を設定す
る。
④良いふり返りの掲示を、学級担任が毎月学級児童１名選出して掲示する。
⑤良いふり返りを価値づける付箋コメントを、全職員が毎月張り出す。

⑨保護者，地域との連携PTA行事や錦城キッズ
フェスタを通して、家庭・
地域との連携を図り，開
かれた学校づくりを目指
す。

計画的に地域・保護者
と連携を図りながら、
PTA行事や錦城キッズ
フェスタを行う。

教頭

地域・保護者と連携を
図りながら、PTA行事
や錦城キッズフェスタ
を計画する。

【満足度指標】
PTＡ活動や錦城
キッズフェスタ等を
通して，開かれた学
校となり，家庭・地
域と連携している。

保護者アンケートで，「ＰＴＡ行事
や錦城キッズフェスタ等を通して、
学校・家庭・地域と連携を図ること
ができている」と回答した保護者
の割合が
Ａ　９０％以上である。
Ｂ　８０％以上である。
Ｃ　７０％以上である。
Ｄ　７０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
１，２学期末に保護者ア
ンケートを実施する。

B

A,B合わせて肯定的な回答は86％であった。2学期は「愛校作業」
「錦城キッズフェス」を通して、学校と地域保護者が学校生活以外
でつながる場ととらえ、学校への親しみや関心を高められるよう企
画・運営していく。

⑩教育環境整備 学習に必要な教材や学
習環境の整備を図る。

職員作業を通して学習
環境・教材整備に努めＳ
る。

総務部
予算委員

会

教材・教具の使い方
や整理が不十分な状
況が見られる。

【満足度指標】
教材や教具の管理
や整理整頓がされ
ている。

教職員アンケートで，「教材・教具
の管理と環境整備に努めるができ
た。」と回答した割合が
Ａ　９０％以上である。
Ｂ　８０％以上である。
Ｃ　７０％以上である。
Ｄ　７０％未満である。

Ｃ・Ｄの場合は再検討
する。
1,２学期末に教職員に
アンケートを実施する。

A 

A.B合わせて肯定的な回答は100%でった。2学期は清掃委員会と
も連携し、子どもも教職員も「スマイル４S」を目指す活動に取り組
む。１ｓ（整理：必要なものと不要なものに分けて、不要なものを処
分する）2ｓ（整頓：必要な時に必要なものをすぐに取り出せるよう
に配置する）３ｓ（清掃：身の回りをきれいにしてゴミや汚れを取り
除く）4ｓ（清潔：整理、整頓、清掃を繰り返し、快適な状態を維持す
る）。児童とも共有を図る場を設定し、みんなの学校、みんなが笑
顔になれる学校を教育環境整備面からも推進していく。

学校関係者評価
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学校教育ビジョン
　「自ら考え、協働できる児童の育成」～自分も人も笑顔になれる学校をみんなでつくる～
　
・目指す児童像　　自分も人も笑顔になれるために　協働できる子
・目指す教師像　　児童のやる気を高められる教師
・基本方針　 　　 学校教育ビジョンの具現化に向け、①確かな学力の育成　②豊かな心の育成　③健やかな体の育成　の取組を組織的な学校運営及び家庭・地域との連携を通して行う。
　

・①学習指導において、子どもたち一人ひと+A1:K17りに授業を通して力を付けてほしい。学びの空間を十分活用して授業を行ってほしい。
・④保健管理において子どもたちの姿勢の悪さが気になる。体幹を鍛える体操やストレッチを行うなど工夫をして、子どもたち自身が正しい姿勢を意識できるような取組を行ってほしい。
・⑩錦城小の環境を整えるのは大変いい。廃棄物処理を行う際は、錦城小の歴史に関するものは永久的に残すよう気を付けてほしい。


